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平成２４年３月２６日 

 

平成２３年度 金城大学の動物実験等の実施状況に関する点検及び評価について 

 

金城大学では、「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針」（文部科

学省告示第七十一号。平成１８年６月１日施行。以下「基本指針」という）との適合及

び「基本指針の徹底依頼」（平成２３年９月２８日付け２３振ライ第１０号。）に基づ

き、点検・評価及び見直し等を行いました。 

その結果、平成２２年度までに学内申請実績はなかったが、学内規程において改善の

余地が認められたことから、平成２３年１０月１８日付けで関連規程等の全面改定を行

いました。 

今後もさらなる動物実験の適正化に向けて取り組んでいきます。なお、関連規程の改

定内容は以下のとおりです。 

 

【Ⅰ 規程及び体制等の整備状況】 

１．学内規程等について 

（１）「金城大学における動物実験等の実施に関する基本指針」を「金城大学動物

実験取扱規程」に全面改定。（平成２３年１０月１８日付） 

（２）「金城大学動物実験委員会規程」の一部改正。（平成２３年１０月１８日付） 

（３）「金城大学動物実験委員会細則」の制定及び平成２３年度委員の委嘱。（平

成２３年１０月１８日付） 

２．動物実験委員会について 

平成２３年１０月１８日開催の第７回教授会にて、関連規程の制定及び改正 

と合わせて、同年度の委員を委嘱。 

 

【Ⅱ 実施状況】 

１．動物実験の実施体制について 

動物実験審査申請書の立案、審査、承認等の実施体制は、適正に実施されてい

る。平成２３年度は、１件の申請を受付し、審査の上、承認となった。 

（平成２３年１２月２６日申請、平成２４年１月１７日審査及び承認、同月２５

日「動物実験審査証明書」提出、２月７日「動物実験審査証明書」通知） 

２．動物の飼養について 

動物の飼養については、現在、本学に飼養可能な施設がないため、実施されて

いない。 

３．教育訓練の実施状況について 

実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者（他大学等で飼養の可能性がある者）

等に対する教育訓練は適正に実施されている。（平成２４年３月１９日実施。） 
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４．自己点検・評価、情報公開 

自己点検・評価、関連事項の情報公開は未整備のため、早急に整備を行う。 

 

【Ⅲ 自己点検・評価結果】 

１．機関内規程 

１）評価結果 

■ 基本指針に適合する機関内規程が定められている。 

□ 機関内規程は定められているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 機関内規程が定められていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

・金城大学動物実験取扱規程 

・金城大学動物実験委員会規程 

・金城大学動物実験委員会細則 

・動物実験委員会申し合わせ事項等 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・基本指針に即した学内規程等が整備され、必要事項が定められている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

・努力義務に対する対応、方針等の決定、実施。 

 

 

２．動物実験委員会 

Ⅰ）評価結果 

■ 基本指針に適合する動物実験委員会が置かれている。 

□ 動物実験委員会は置かれているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 動物実験委員会は置かれていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

・金城大学動物実験委員会規程 

・動物実験委員会委員委嘱状 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・基本指針に準じた動物実験委員会が設置されている。 

・委員の構成については、基本指針より具体的かつ広範な専門領域にわたる優れた

識見を有する学識経験者により構成され、多方面の見地からの意見が反映される

ようになっている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし 
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３．動物実験の実施体制 

１）評価結果 

■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制が定められている。 

□ 動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 動物実験の実施体制が定められていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

・金城大学動物実験取扱規程 

・金城大学動物実験委員会規程 

・金城大学動物実験委員会細則 

・動物実験委員会申し合わせ事項等 

・細則に係る関係様式 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・基本指針に準じた動物実験計画の立案、審査、承認、結果報告の実施体制につい

て、動物実験委員会により協議され、学内規程等にて適切に定められている。 

・関連規程等に基づいた学内処理がなされている 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし 

 

 

 

４．実験動物の飼養保管状況 

１）評価結果 

□ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

■飼養・保管施設を有していない。 

２）自己点検の対象とした資料 

・なし 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・なし 

４）改善の方針、達成予定時期 

・該当なし。但し、飼養・保管施設を有した際の学内管理基準等を定める必要があ

る。平成２４年度中に整備予定。 
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５．教育訓練の実施状況 

１）評価結果 

■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

・動物実験に係る教育訓練講習会資料 

・動物実験に係る教育訓練講習会記録 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

・本学に所属する専任教員を対象に教育訓練講習会の実施について周知し、動物実

験を行う可能性のある者を対象に講習会を実施している。 

４）改善の方針、達成予定時期 

・今後、実施形態、内容等を再考していく。 

 

 

 

６．自己点検・評価、情報公開 

１）評価結果 

□ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

■多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

・文部科学省関連告示、通知等 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

・自己点検・評価については、平成２３年度から開始。 

・現在、情報公開を行っていないため。 

４）改善の方針、達成予定時期 

・学内検討の上、早期の情報公開を目指す。 

 


